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成
城
大
学
本
萬
葉
集
に
つ
い
て
│
活
字
附
訓
本
を
底
本
と
す
る
平
仮
名
傍
訓
本
萬
葉
集
│
小
林
真
由
美
一
成
城
大
学
所
蔵
の
写
本
『
萬
葉
集
』
二
十
帖
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
の
作
製
と
推
測
さ
れ
る
が
、
書
写
時
の
奥
書
が
な
い
た
め
、
書
写
者
・
書
写
年
は
不
明
で
あ
る
。
紺
地
金
泥
表
紙
に
、
金
泥
を
引
い
た
書
き
題
簽
、
麻
の
葉
繋
ぎ
龍
丸
紋
の
型
押
模
様
入
り
金
箔
の
見
返
し
。
列
帖
装
、
縦
約
二
十
四
・
○
㎝
、
横
約
十
八
・
○
㎝
。
美
麗
な
装
丁
の
写
本
で
、
い
わ
ゆ
る
調
度
本
（
嫁
入
り
本
）
で
あ
る
。
秋
草
の
花
蝶
絵
入
り
被
せ
蓋
の
漆
塗
り
木
函
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
各
帖
の
表
表
紙
と
裏
表
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
絵
が
金
銀
で
描
か
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
草
木
の
絵
で
あ
る
が
、
巻
第
十
の
表
表
紙
に
は
蛙
が
描
か
れ
て
い
る
（
82
頁
図
２
）。
巻
第
十
の
秋
雑
歌
に
「
蝦かはづを
詠
み
し
五
首
」、
秋
相
聞
に
「
蝦
に
寄
せ
し
一
首
」
が
あ
る
。
他
の
巻
に
つ
い
て
も
、
表
紙
の
絵
柄
は
各
巻
所
載
の
歌
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
二
本
文
は
半
葉
七
行
書
き
、
十
八
字
詰
め
。
墨
で
浄
書
さ
れ
て
お
り
、
書
入
れ
は
な
い
。
歌
が
天
付
き
で
題
詞
は
一
字
下
げ
、
歌
の
訓
が
平
仮
名
で
右
傍
に
記
さ
れ
、
題
詞
・
序
・
左
注
な
ど
の
漢
文
に
も
部
分
的
に
平
仮
名
の
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
返
り
点
等
は
打
た
れ
て
い
な
い
。
各
巻
に
目
録
が
あ
り
、
巻
第
一
の
巻
末
に
仙
覚
の
文
永
十
年
奥
書
と
76
文
永
三
年
奥
書
、
巻
第
三
の
巻
末
に
大
伴
旅
人
・
大
伴
家
持
・
藤
原
不
比
等
の
年
譜
、
巻
第
二
十
の
巻
末
に
文
永
三
年
仙
覚
奥
書
・
応
長
元
年
寂
印
奥
書
・
文
和
二
年
成
俊
奥
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
仙
覚
本
の
中
で
寂
印
成
俊
本
と
い
わ
れ
る
系
統
で
あ
る
。『
校
本
萬
葉
集
』
の
校
合
に
使
用
さ
れ
た
寂
印
成
俊
本
に
は
、
大
矢
本
・
近
衛
本
・
活
字
附
訓
本
・
寛
永
版
本
が
あ
る
が
、
す
べ
て
片
仮
名
傍
訓
本
で
あ
る
。
歌
の
訓
を
平
仮
名
で
右
傍
に
記
す
形
式
は
、
成
城
大
学
本
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
平
仮
名
傍
訓
本
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
・
二
〇
一
七
年
度
万
葉
文
化
館
共
同
研
究
「
万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々
の
よ
ん
だ
万
葉
集
」
に
お
け
る
田
中
大
士
氏
の
調
査
報
告
が
あ
る（１）。
田
中
氏
は
、
平
仮
名
傍
訓
本
と
は
「『
校
本
万
葉
集
』
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
伝
本
」
で
、「〝
平
仮
名
傍
訓
〟
と
い
う
形
式
は
万
葉
集
の
伝
本
に
は
ま
れ
な
付
訓
形
式
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
「
書
写
内
容
は
相
互
に
よ
く
似
て
お
り
」、「
嫁
入
り
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
調
度
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
平
仮
名
傍
訓
本
は
、
万
葉
文
化
会
館
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
関
西
大
学
本
・
新
潟
大
学
本
・
独
協
大
学
本
の
六
本
と
し
て
い
る
。
平
仮
名
傍
訓
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
、
画
像
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
平
仮
名
傍
訓
本
の
五
本
が
、
す
べ
て
活
字
附
訓
本
ま
た
は
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
活
字
附
訓
本
グ
ル
ー
プ
　
　
万
葉
文
化
館
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
寛
永
版
本
グ
ル
ー
プ
　
　
関
西
大
学
本
・
新
潟
大
学
本
田
中
氏
の
報
告
を
継
い
で
述
べ
る
と
、
成
城
大
学
本
は
七
本
目
の
新
出
の
平
仮
名
傍
訓
本
で
あ
る
。
田
中
氏
が
調
査
し
た
万
葉
文
化
会
館
本
は
、
活
字
附
訓
本
・
版
本
と
同
じ
半
丁
八
行
詰
め
で
行
配
り
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
成
城
大
学
本
は
七
行
書
き
で
行
配
り
が
異
な
る
た
め
、
一
見
し
て
活
字
附
訓
本
や
版
本
が
底
本
で
あ
る
と
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
活
字
本
・
版
本
と
同
じ
よ
う
に
大
矢
本
系
統
の
巻
第
七
の
錯
簡
を
引
き
継
い
で
い
る（２）点
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
次
の
点
か
ら
も
活
字
附
訓
本
・
版
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
成
城
大
学
本
に
は
巻
第
八
、
一
五
七
四
番
と
一
五
七
五
番
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（３）。
雲くも
の
う
へ上
爾に
鳴なく
奈な
流る
鴈かり
之の
雖とほ
け
れ
と遠
君きみに
将あは
む
と
た
も
と
ほ
り
相
跡
手
回
来きつ
む津
雲くも
の
う
へ上
爾に
鳴なき
都つ
流る
鴈かり
乃の
寒さむ
き
な
へ苗 
芽は
子き
乃の
下した
葉は
者ゝ
黄うつ
変ろは
可か
毛も
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一
五
七
四
番
の
第
五
句
の
訓
が
「
た
も
と
ほ
り
き
つ
む
」
で
一
字
の
字
余
り
、
一
五
七
五
番
の
第
五
句
が
「
う
つ
ろ
は
か
も
」
で
一
字
の
字
足
ら
ず
と
な
っ
て
い
る
。『
校
本
萬
葉
集
』
の
校
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
伝
本
の
中
で
、
こ
れ
と
同
じ
訓
を
も
つ
の
は
活
字
附
訓
本
と
寛
永
版
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
活
字
附
訓
本
の
植
字
の
際
に
、
一
五
七
五
番
の
行
末
に
入
る
べ
き
「
ム
」
の
活
字
を
、
一
行
前
の
一
五
七
四
番
の
行
末
に
誤
っ
て
入
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
、
雲くも
の
う
へ上
爾に
鳴なく
奈な
流る
鴈かり
之の
雖とほ
け
れ
と遠
君きみに
将あは
む相
跡とた
も
と
ほ
り
手
回
来き
津つ
雲くも
の
う
へ上
爾に
鳴なき
都つ
流る
鴈かり
乃の
寒さむ
き
な
へ苗 
芽は
子き
乃の
下した
葉は
者ゝ
黄うつろ
は
む変
可か
毛も
と
書
か
れ
る
べ
き
歌
で
あ
る
。
活
字
本
特
有
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
版
本
が
受
け
継
ぎ
、
成
城
大
学
本
に
も
同
じ
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
江
戸
初
期
、
お
そ
ら
く
慶
長
年
間
後
半
に
、
仙
覚
寛
元
本
で
あ
る
林
道
春
校
本
を
底
本
と
し
、
慶
長
古
活
字
を
使
用
し
て
活
字
無
訓
本
が
植
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
慶
長
元
和
年
間
頃
に
寂
印
成
俊
本
の
一
本
と
校
合
し
て
附
訓
本
が
印
行
さ
れ
た（４）。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
、
活
字
附
訓
本
の
覆
刻
に
よ
っ
て
整
版
本
が
刊
行
さ
れ
、『
萬
葉
集
』
が
巷
間
に
流
布
す
る
時
代
が
到
来
し
た
。
整
版
本
は
活
字
附
訓
本
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
多
少
の
異
同
が
あ
り
、
木
村
正
辞
『
刻
本
萬
葉
集
復
旧
』
は
そ
の
異
同
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
田
中
氏
は
『
刻
本
萬
葉
集
復
旧
』
を
用
い
て
平
仮
名
傍
訓
本
の
底
本
を
検
討
し
、
前
掲
の
よ
う
に
活
字
附
訓
本
と
版
本
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た（５）。
成
城
大
学
本
に
つ
い
て
も
『
刻
本
萬
葉
集
復
旧
』
を
用
い
て
、
異
同
が
指
摘
さ
れ
る
二
百
三
十
数
か
所
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
整
版
本
で
は
な
く
活
字
附
訓
本
に
一
致
し
て
い
た
。
ま
た
、『
刻
本
萬
葉
集
復
旧
』
に
な
い
が
、
山
田
孝
雄
が
指
摘
し
て
い
る
活
字
本
特
有
の
誤
り
が
あ
る（６）。
巻
第
二
、
二
一
三
番
の
「
虚コ
知チ
期コ
知チ
尓ニ
」、
活
字
附
訓
本
は
訓
の
は
じ
め
の
「
コ
」
の
活
字
の
向
き
を
誤
り
、「
」
と
植
字
し
て
い
る
。
そ
れ
を
寛
永
版
本
は
「
カ
チ
コ
チ
ニ
」
と
誤
読
し
て
い
る
が
、
成
城
大
学
本
は
活
字
本
の
誤
植
に
気
が
付
い
た
ら
し
く
「
こ
ち
こ
ち
に
」
と
正
し
く
訓
ん
で
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
成
城
大
学
本
は
活
字
附
訓
本
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
時
折
見
ら
れ
る
版
本
及
び
活
字
附
訓
本
と
の
異
同
は
、
二
一
三
番
の
よ
う
な
意
図
的
な
修
正
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
数
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
が
誤
写
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る（７）。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
成
城
大
学
本
に
は
巻
第
八
、
秋
の
雑
歌
「
山
上
憶
78
良
の
秋
の
野
の
花
を
詠
み
し
歌
二
首
」
の
う
ち
一
首
目
（
一
五
三
八
）
が
脱
落
し
、
二
首
目
の
み
（
一
五
三
九
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
山やま
の
う
へ
を
ん
お
く
ら
上
臣
憶
良
詠
秋あき
の
は
な
を
野
花
二
首
芽はき
之の
花はな
乎を
花はな
葛くす
花はな
瞿なて
麦しこ
之の
花はな
姫をみ
部なへ
志し
又また
藤ふち
袴
は
か
ま
朝あさ
貌かほ
之の
花はな
其
二
「
其
一
」
を
と
ば
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
書
写
者
も
す
ぐ
に
気
が
付
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
書
面
の
美
し
さ
を
優
先
さ
せ
て
、
行
間
に
一
首
を
書
き
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
成
城
大
学
本
の
書
写
の
方
針
と
し
て
、
底
本
で
あ
る
活
字
附
訓
本
の
訓
を
平
仮
名
に
入
れ
替
え
て
写
し
取
る
こ
と
、
訂
正
等
の
書
き
入
れ
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
も
う
一
点
、
底
本
の
無
訓
歌
に
訓
を
入
れ
る
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
活
字
附
訓
本
と
版
本
に
は
、
訓
の
付
さ
れ
て
い
な
い
無
訓
歌
が
六
首
あ
る
が
、
成
城
大
学
本
に
は
そ
れ
ら
す
べ
て
に
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
①　
 
秋あき
さ
れ
は
去
者
今いま
毛も
見みる
如こと
妻つま
恋こひ
尓に
鹿しか
将も
鳴なく
山らん
曽
高たか
野の
原はら
　
之のう
へ宇
倍 
（
巻
第
一
、
八
四
、
83
頁
図
４
）
②　
吾わか
を
か
の
岡
之
於お
可か
美み
尓に
言いひ
而て
令いま
ふ
り
し落
雪ゆき
之し
摧くたけ
之し
彼かし
こ所
尓に
　
塵ちり
家け
武む 
（
巻
第
二
、
一
〇
四
）
③　
常とき
は盤
成なる
石いは
屋や
者は
今いま
毛も
安あ
里り
家け
礼れ
騰と
住すみ
家け
類る
人ひと
曽そ
　
常とこ
無なか
里り
家け
留る 
（
巻
第
三
、
三
〇
八
）
④　
山やま
と
へ
の
跡
辺
君きみ
之か
立たてる
日ひ
乃のち
か
け
れ
は
近
者
野のに
立たつ
鹿しか
毛も
動ととろ
而きて
曽そ
鳴なく
 
（
巻
第
四
、
五
七
〇
）
⑤　
多た
都つ
能の
馬ま
母も
伊い
麻ま
勿
愛
弖て
之し
可か
遠を
阿あ
尓に
与よ
志し
奈な
　
良ら
乃の
美み
夜や
古こ
尓に
由ゆ
吉き
帝て
巳み
牟む
丹に
米め 
（
巻
第
五
、
八
〇
六
）
⑥　
宇う
豆つ
都つ
仁に
波は
安あ
布ふ
余よ
志し
勿も
奈な
子し
奴ぬ
波は
多た
麻ま
能の
用よ
　
流る
能の
伊い
昧
仁に
越を
都つ
伎き
提て
美み
延え
許こ
曽そ 
（
巻
第
五
、
八
〇
七
）
　
こ
れ
ら
の
六
首
に
つ
い
て
、『
校
本
萬
葉
集
』
の
諸
本
及
び
田
中
氏
が
調
査
し
た
平
仮
名
傍
訓
本
と
の
異
同
を
み
る
。
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①
は
、
巻
第
一
の
巻
末
歌
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
や
大
矢
本
な
ど
は
、
「
ア
キ
サ
レ
ハ　
イ
マ
モ
ミ
ル
コ
ト　
ツ
マ
コ
ヒ
ニ　
シ
カ
ナ
カ
ム
ヤ
マ
ソ　
タ
カ
ノ
ハ
ラ
ノ
ウ
ヘ
」
と
字
余
り
で
訓
ん
で
い
る
。
成
城
大
学
本
は
図
４
（
83
頁
）
の
よ
う
に
、「
あ
き
さ
れ
は　
い
ま
も
み
る
こ
と　
つ
ま
こ
ひ
に　
し
か
も
な
く
ら
ん　
た
か
の
は
ら
の
う
へ
」
と
字
余
り
な
く
訓
ん
で
い
る
が
、
本
文
の
「
山
曽
」
を
訓
ん
で
い
な
い
。
成
城
大
学
本
と
一
致
す
る
訓
は
、『
校
本
萬
葉
集
』
に
も
田
中
氏
が
調
査
し
た
平
仮
名
傍
訓
本
の
中
に
も
み
ら
れ
な
い
。
四
句
目
の
旧
訓
の
字
余
り
に
つ
い
て
、『
萬
葉
集
玉
小
琴
』
が
「
す
べ
て
集
中
に
、
鹿
ノ
字
は
み
な
か〇
と
訓
へ
し
、
し〇
か〇
と
訓
て
は
い
つ
れ
も
も
じ
余
り
て
、
調
ヘ
わ
ろ
し
」
と
し
て
「
鹿カ
将ナカ
ム鳴
山ヤマ
曽ソ
」
と
訓
み
、
現
行
の
注
釈
書
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
宣
長
の
説
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
る
。
秋あき
去さ
ら
ば
今
も
見
る
ご
と
妻
恋
ひ
に
鹿か
鳴
か
む
山
そ
高たか
野の
原はら
の
上うへ
 
（
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
（
一
）』、
巻
第
一
、
八
四
）
②
は
三
句
目
か
ら
五
句
目
に
か
け
て
異
同
が
多
い
歌
で
あ
る
。
三
句
目
、
諸
本
は
「
令ふらし
め
し落」「
令ふらし
む
る落」
が
多
い
。
成
城
大
学
本
の
三
句
目
の
本
文
は
「
令（
令
）」
と
五
画
で
書
い
て
い
る
が
、「
今
落
」
と
解
し
た
ら
し
く
「
い
ま
ふ
り
し
」
と
訓
ん
で
い
る
。
万
葉
文
化
館
本
も
お
な
じ
く
「
い
ま
ふ
り
し
」
で
あ
る
。
五
句
目
の
「
彼
所
」
は
諸
本
「
そ
こ
」
と
訓
ん
で
お
り
、「
か
し
こ
に
ち
り
け
む
」
と
字
余
り
に
訓
ん
で
い
る
の
は
成
城
大
学
本
だ
け
で
あ
る
。
現
行
の
注
釈
書
は
底
本
の
西
本
願
寺
本
に
し
た
が
い
、
次
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
る
。
わ
が
岡をか
の
靇おかみに
言い
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
摧くだ
け
し
そ
こ
に
散
り
け
む
 
（
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
（
一
）』、
巻
第
二
、
一
〇
四
）
③
の
歌
の
諸
本
の
訓
の
揺
れ
は
、
初
句
が
「
と
き
は
な
す
」
か
「
と
き
は
な
る
」
か
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
が
、
五
句
目
「
常
無
里
家
留
」
の
「
常
」
を
「
と
こ
」
と
訓
ん
で
い
る
の
は
成
城
大
学
本
の
み
で
あ
る
。常とき
は盤
な
す
岩
屋
は
今
も
あ
り
け
れ
ど
住
み
け
る
人
そ
常つね
な
か
り
け
る
 
（
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
（
一
）』、
巻
第
三
、
三
〇
八
）
④
の
本
文
の
三
句
目
、
活
字
本
・
版
本
・
平
仮
名
附
訓
本
以
外
の
諸
本
に
は
「
近
付
者
」
と
「
付
」
が
あ
り
、「
ち
か
つ
け
は
」
ま
た
は
80
「
ち
か
け
れ
は
」
と
訓
ん
で
い
る
。
五
句
目
「
動
而
曽
鳴
」
は
諸
本
「
と
よ
み
て
そ
な
く
」
と
訓
ん
で
お
り
、「
と
と
ろ
き
て
そ
な
く
」
と
訓
ん
で
い
る
の
は
成
城
大
学
本
だ
け
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
本
に
は
「
ゆ
す
り
き
て
そ
な
く
」「
と
よ
み
︱
」
の
両
訓
が
あ
る
。
現
代
で
は
、「
動
」
を
声
を
辺
り
に
響
か
せ
る
意
の
下
二
段
動
詞
「
と
よ
む
」
と
し
て
訓
み
下
し
て
い
る
。
山やま
と
へ
の
跡
辺
君きみ
之か
立たてり
日ひ
乃ちか
く
な
れ
は
近
者
野のに
立たつ
鹿しか
毛も
動ゆすり
而きて
曽そ
鳴なく
 
（
国
文
学
研
究
資
料
館
本
『
萬
葉
集
』）
大やま
と和
へ
に
君
が
立
つ
日
の
近
づ
け
ば
野の
に
立
つ
鹿しか
も
と
よ
め
て
そ
鳴
く
 
（
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
（
一
）』、
巻
第
四
、
五
七
〇
）
⑤
と
⑥
は
大
伴
旅
人
の
歌
で
、「
歌
詞
両
首
大
宰
帥
大
伴
卿
」
の
題
詞
が
あ
る
。
成
城
大
学
本
で
は
⑤
の
二
句
目
「
勿
愛
」
を
訓
ん
で
い
な
い
。
五
句
目
「
巳み
」
を
現
行
の
注
釈
書
は
「
己こ
」
と
し
、「
丹に
」
を
「
丹た
」
と
訓
ん
で
い
る
。
ま
た
、
成
城
大
学
本
は
⑥
の
「
昧
」
を
訓
ん
で
い
な
い
。
現
行
の
注
釈
書
は
、
三
句
目
の
「
波
」
を
『
類
聚
古
集
』
な
ど
に
よ
り
「
婆ば
」
と
し
、
二
首
を
次
の
よ
う
に
読
み
下
し
て
い
る
。
竜たつ
の
馬ま
も
今
も
得え
て
し
か
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
行ゆ
き
て
来こ
む
た
め
現うつ
つに
は
逢
ふ
よ
し
も
な
し
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
夢いめ
に
を
継つ
ぎ
て
見み
え
こ
そ
 
（
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
（
二
）』、
巻
第
五
、
八
〇
六
・
八
〇
七
）
以
上
、
成
城
大
学
本
の
六
首
の
訓
は
す
べ
て
、『
校
本
萬
葉
集
』
の
諸
本
及
び
平
仮
名
傍
訓
本
五
本
と
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
成
城
大
学
本
独
自
の
訓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
成
城
大
学
本
が
、
他
の
平
仮
名
傍
訓
本
と
直
接
の
転
写
関
係
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
城
大
学
本
の
訓
読
が
書
写
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
書
写
者
以
外
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
成
城
大
学
本
の
書
写
に
、『
萬
葉
集
』
の
訓
読
を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
る
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
四
近
世
以
降
、
紺
地
金
泥
表
紙
の
写
本
は
、
婚
礼
調
度
や
贈
答
の
用
途
で
盛
ん
に
作
成
さ
れ
た
。
調
度
本
と
し
て
の
歌
書
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
平
仮
名
の
和
歌
集
、『
古
今
和
歌
集
』
や
二
十
一
代
集
な
ど
が
主
流
と
よ
み
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で
、
漢
字
を
本
文
と
す
る
和
歌
集
『
萬
葉
集
』
は
傍
流
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
書
き
換
え
た
平
仮
名
傍
訓
本
は
、
近
世
調
度
本
の
中
で
は
後
発
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
名
婚
礼
調
度
は
寛
永
期
を
黄
金
時
代
と
し
、
寛
文
期
以
降
は
贅
沢
禁
止
の
た
め
に
調
度
品
の
身
分
制
限
の
規
制
が
敷
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尾
張
徳
川
家
の
規
定
で
は
祝
言
道
具
に
梨
地
は
禁
止
、
蒔
絵
は
二
千
四
百
石
以
上
、
黒
塗
り
の
調
度
品
は
千
石
以
上
に
の
み
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う（８）。
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
』
の
被
せ
蓋
の
木
箱
は
黒
塗
り
や
蒔
絵
で
は
な
く
溜
塗
り
に
絵
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
ど
の
身
分
で
あ
っ
て
も
規
制
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
う
。
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
』
が
書
写
さ
れ
た
と
思
し
き
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
整
版
本
が
刷
り
を
重
ね
て
流
通
し
て
い
た
が
、
田
中
氏
が
調
査
し
た
五
本
に
成
城
大
学
本
を
加
え
た
六
本
の
平
仮
名
傍
訓
本
の
う
ち
、
成
城
大
学
本
・
万
葉
文
化
館
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
の
四
本
が
活
字
附
訓
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
四
本
の
間
に
特
に
関
係
は
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
整
版
本
で
は
な
く
、
あ
え
て
古
活
字
本
を
底
本
と
し
て
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
整
版
本
の
祖
と
し
て
古
活
字
本
を
尊
重
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
『
萬
葉
集
』
活
字
附
訓
本
に
は
希
少
価
値
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
松
廼
舎
文
庫
旧
蔵
活
字
附
訓
本
巻
第
二
十
奥
の
貼
り
紙
に
、「
此
書
組
判
ニ
シ
テ
世
ニ
稀
也
乃
而
為
秘
書　
町
野
氏
持
所　
安
永
三
年
五
月
吉
日
」
と
記
し
て
あ
っ
た
と
い
う（９）。『
萬
葉
集
』
の
古
活
字
本
は
、
古
写
本
か
ら
整
版
本
へ
の
中
継
ぎ
と
し
て
完
全
に
役
目
を
終
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
稀
覯
本
と
し
て
手
厚
く
扱
わ
れ
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
調
度
本
製
作
に
は
、
装
丁
の
豪
華
さ
や
書
の
優
雅
さ
を
競
う
こ
と
に
加
え
て
、
可
能
な
限
り
由
緒
正
し
い
底
本
を
求
め
て
書
写
す
る
心
掛
け
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
仮
名
傍
訓
本
は
、
近
世
調
度
本
に
限
ら
れ
た
『
萬
葉
集
』
の
一
系
統
で
あ
る
。
片
仮
名
傍
訓
本
の
亜
種
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
世
文
化
の
美
意
識
と
価
値
観
を
伝
え
る
一
群
で
あ
る
。
注（１
） 
田
中
大
士
「
新
た
な
万
葉
集
伝
本
群
の
発
見
︱
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
︱
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。
（
２
） 
注
（
１
）
論
文
に
お
い
て
田
中
氏
が
、
平
仮
名
傍
訓
本
が
活
字
附
訓
本
と
寛
永
版
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
証
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
巻
第
七
の
国
歌
大
観
番
号
一
一
九
四
番
か
ら
一
二
○
七
ま
で
の
十
四
首
は
、
古
写
本
で
は
一
二
二
二
番
の
後
に
来
て
い
る
が
、
大
矢
本
の
一
丁
分
の
綴
じ
違
え
の
た
め
で
、
そ
の
系
統
を
引
き
継
い
だ
版
本
系
統
は
そ
の
錯
簡
の
生
じ
た
部
分
が
丁
の
途
中
に
な
っ
て
お
り
、
丁
を
入
れ
替
え
て
も
復
元
不
可
能
の
82
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
田
中
氏
が
内
容
を
確
認
し
た
平
仮
名
傍
訓
本
の
五
本
も
同
じ
行
配
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
い
ず
れ
も
、
そ
の
底
本
に
活
字
附
訓
本
か
寛
永
版
本
を
用
い
、
傍
訓
形
式
は
改
め
ず
、
訓
を
片
仮
名
か
ら
平
仮
名
に
変
え
て
写
し
た
本
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
成
城
大
学
本
も
同
様
に
、
巻
第
七
の
錯
簡
が
丁
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
（
３
） 
以
下
、
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
』
の
翻
刻
は
改
行
個
所
を
写
本
の
通
り
に
掲
載
す
る
。
（
４
） 
川
瀬
一
馬
『
古
活
字
版
の
研
究
』（
一
九
六
七
年
）、
鈴
木
淳
「
万
葉
集
出
版
小
史
」（『
江
戸
文
学
』
第
十
五
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）
参
照
。
（
５
）
注
（
１
）
に
同
じ
。
（
６
） 
山
田
孝
雄
「
萬
葉
集
の
版
本
」（『
萬
葉
集
大
成
』
第
二
巻
所
収
、
一
九
五
三
年
、
平
凡
社
）。
（
７
） 
成
城
大
学
本
と
版
本
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
明
ら
か
な
誤
写
の
ほ
か
に
、「
を
」
と
「
オ
」、「
わ
」
と
「
ハ
」
な
ど
の
仮
名
遣
い
の
異
同
が
み
ら
れ
た
。
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
』
の
翻
刻
と
宝
永
版
本
と
の
比
較
調
査
を
、
巻
第
四
は
星
野
咲
氏
、
巻
第
五
は
賀
川
歩
美
氏
、
巻
第
八
は
成
田
大
知
氏
、
巻
第
十
は
加
山
和
弥
氏
と
鈴
木
士
朗
氏
が
お
こ
な
っ
た
。
（
８
） 
小
池
富
雄
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
「
梨
子
地
額
に
二
八
文
字
紋
散
八
重
梅
鉢
唐
草
蒔
絵
書
物
箪
笥
」
に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
十
八
輯
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
（
９
）『
校
本
萬
葉
集
』
一
、
萬
葉
集
諸
本
解
説
参
照
。
※ 
本
稿
は
、
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
共
同
研
究
「
古
代
和
歌
集
の
受
容
史
的
研
究
」
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
 
（
こ
ば
や
し
・
ま
ゆ
み　
成
城
大
学
教
授
）
図１図２
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